第３回社会変革チャレンジ賞
エントリーシート

申請日：2026年　　月　　日

以下の項目をご記入ください。図表等による補足が必要な場合は、任意でPDF形式で補足資料を作成し、本シートに添付して提出ください。資料は、秘匿情報として厳重に注意して取り扱い致します。

【補足資料の有無について】
☐	補足資料あり
☐	補足資料なし

１．申請者
	フリガナ
	
	所属部局
	

	氏　名
	
	職位
	

	連絡先
	電　話
	

	
	E-mail
	



２．申請する技術シーズの名称と概要についてご記入ください。その際、技術の独自性、新規性が判るようにご記入ください。
	名称
	

	研究の概要
	



３．現在、研究開発の上で残されている技術的な課題等についてご記入ください。




４．今回の申請にあたり、最も関連する特許やノウハウなどの知的財産あるいは発表論文などがあればご記入ください。なお、特許の場合は、 [発明の名称, 出願番号あるいは特許番号, 発明者・出願人, 出願・審査等の状況] が判るようにご記入ください。なお、未出願のものは記載しないでください。




５．技術シーズの社会実装や事業化に向けて、以下の3つの観点からなる事業仮説をご記入ください。
① 想定するターゲット
（誰の課題を解決したいか）




② ターゲットが抱える課題
（困っていること・ペインは何か）




③ 上記のターゲットの課題を解決できる方法 (※)
（自身の研究成果や知財・ノウハウなどを活用して、上記のターゲットの課題をどのように解決できるか）
※ 本設問は任意回答です。現在想定できない場合は未記載でも構いません。





６．研究成果の事業化によって近い将来に成し遂げたいビジョンについてご記入ください。
（社会課題への思いや、その思いに至った背景、そのための取り組みなど）





※以下は、現在の状況を把握するための質問であり、評価には影響しません。
（１）当該申請に係る研究テーマの進捗状況について、該当する項目にチェックをしてください。（複数回答可）
☐	科研費を獲得している
☐	科研費以外の外部資金を獲得している
☐	本申請に係る技術シーズについてラボレベルのデータを取得できている
☐	事業化の可能性を検討したことがある
☐	顧客ヒアリングをしたことがある
☐	GAPファンドやアクセラレーションプログラムに応募したことがある

（２）もしスタートアップを創設することになった場合、申請者自身が想定している役割を選択ください。（複数回答可）
☐	CEOとして会社経営をリードしたい
☐	CTOとして技術経営をリードしたい
☐	経営はせず、技術顧問として、技術を監修したい
☐	経営はせず、株主（出資者）になりたい
☐	経営はせず、ストックオプションのみ取得したい
☐	検討中

（３）所属するVisionary Initiatives を選択してください。
☐	H1：Total Health Design
☐	H2：Well-Virality
☐	H3：Future Intelligence
☐	S1：Innovative-Life Society
☐	S2：Space Innovation
☐	S3：Materials Positive Society
☐	E1：GX Frontier
☐	E2：Resilience-Tech Society
☐	検討中



以上
2

